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その他 

 

最後に  このたびのアンケート調査に対するご感想、または三重県政に対する御意見などございま

したら、ご自由にお書き下さい。今後の参考にさせていただきます。 

 

【自由意見】 

今回の調査では、有効回答数５，４４４人のうち、１,５７６人の方から自由意見が寄せられまし

た。 

調査に関する御意見と調査以外のことに関する御意見の２つに整理しました。 

 

（１） みえ県民意識調査に関する御意見（１７７件） 

今後もできるだけ多くの方に回答いただけるよう、御意見を踏まえ、調査方法の改善などについ

て努めてまいります。なお、以下に具体的な御意見の例を記載します。 

 

① 目的や活用に関すること   

 

② 調査票の内容や構成に関すること 

 

③ その他（実施方法、分析、公表など）に関すること 

 

・ 高齢者や退職した者に意見を聞くより、現役世代に回答してもらった方が良い。 

・ 郵送による調査より、数は少なくても面談調査の方がきめ細かく状況を把握できるの

ではないか。 

・ アンケートの集計結果を公表してほしい。インターネットをしない者にも配慮した公

表をお願いしたい。 

・ この程度の質問内容で、行政の何の役に立つのかがよくわからない。アンケートを行

うことが目的になっていないか。 

・ アンケートによって生活が良くなったと感じたことははない。多くの時間と経費をか

けて効果があるのか。 

・ 結果をしっかり生かして、統計のためのアンケートに終わることなく、県民の生活向

上に役立ててほしい。 

・ 幸福感は人によって基準が違うのでアンケートには適さないと思う。 

・ 少子高齢化問題、産業経済、観光、教育、道路、公共交通網の整備など、政等面での

分かりやすい質問項目に変えられないか。 

・ 不安や悩みごとに関する質問のように、どの年代でも答えられる質問があると、より

良い県民意識調査になるのではないか。 

・ 幸福の尺度は人それぞれであり、アンケートの内容が多岐にわたっている点は良いと

感じた。 
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（２） 調査以外のことに関する御意見（延べ１，８５４件） 

さまざまな分野に関する御意見もたくさんいただきました。 

県政に関する御意見につきましては、関係部署に伝達し、諸施策の今後の展開を検討するための

参考資料として活用させていただきます。なお、参考までに「みえ県民力ビジョン」における 16

の政策別およびその他に分類した内訳は次の通りです。 

 

「みえ県民力ビジョン」 

01.危機管理                86 件 

02.命を守る              88 件 

03.暮らしを守る            62 件 

04.共生の福祉社会           169 件 

05.環境を守る持続可能な社会      33 件 

06.人権の尊重と多様性を認め合う社会 23件 

07.教育の充実                 86 件 

08.子どもの育ちと子育て         151 件 

09.スポーツの推進                 27 件 

10.地域との連携                   76 件 

11.文化と学び                       32 件 

12.農林水産業                        26 件 

13.強じんで多様な産業               34 件 

14.雇用の確保                      121 件 

15.世界に開かれた三重                52 件 

16.安心と活力を生み出す基盤         211 件 

 

その他(行政全般・知事に対して等)      577 件 
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（参考）標本誤差と調査の精度 

 

母集団から一部の標本を抽出して調査を行い、その結果からもとの全体の値を推定するのが標本

調査ですが、この際に生ずる“標本調査の結果”と“全数調査の結果”との差が標本誤差です。    

標本誤差の幅は、回答数（Ｎ）、 および回答率（Ｐ）によって決定されます。 

 

 

次表は、上式にＮとＰの値を代入して標本誤差を求め、作成したものです。 

標本誤差の早見表 

回答率(p) 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40% 45%

標本数(n) (95%) (90%) (85%) (80%) (75%) (70%) (65%) (60%) (55%)

0.4 0.6 0.7 0.8 0.9 0.9 1.0 1.0 1.0 1.0

0.6 0.8 1.0 1.1 1.2 1.3 1.3 1.4 1.4 1.4

1.4 1.9 2.3 2.5 2.7 2.9 3.0 3.1 3.1 3.2

1.9 2.7 3.2 3.6 3.9 4.1 4.3 4.4 4.4 4.5

4.4 6.0 7.1 8.0 8.7 9.2 9.5 9.8 9.9 10.0100
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    Ｅ：標本誤差 Ｎ：回答数（人） Ｐ：回答率（％） 
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 アンケート調査を行う場合、許容できる標本誤差の範囲は３％程度の範囲までが望ましいと言わ

れています。 

 仮に、ある設問のある選択肢が選ばれる場合（回答の比率）が 50％の場合、信頼度 95％、標本誤

差±3％（同じ調査を異なる調査対象で行った場合、100 回中 95 回までは－3％～＋3％の間に収ま

ること）では、1,111 件のサンプル数が必要であり、同様に標本誤差±２％では 2,500 件のサンプ

ル数が必要であるという考え方となります。 

 今回の調査では、5,444 件の有効回答数が得られており、三重県全体の意見を推定するために充

分な精度を得ていると考えられます。（次式及び「サンプル数決定の早見表」参照） 

 

 

 

サンプル数決定の早見表（信頼度 95％） 

標本誤差

回答率

1,99 396

5,95 1,900 475 211 119

10,90 3,600 900 400 225 144

20,80 6,400 1,600 711 400 256

30,70 8,400 2,100 933 525 336

40,60 9,600 2,400 1,067 600 384

50,50 10,000 2,500 1,111 625 400

±1% ±2% ±3% ±4% ±5%
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  （１） ※１ 

Ｎ：サンプル数 Ｐ：回答率（％） Ｅ：標本誤差 ｋ：信頼度係数   ※２ 

 

※１：一般に人口１万人以上を目安に無限母集団と捉えるため、本調査においては、無限母集団

のサンプル数を決定する式（１）を使用した。 

※２：信頼度係数は、正規分布表から求められ、信頼度95％の場合は1.96であるであるが、 

近似値として２を用いている。 


